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令和元年第３回定例会議案等議決結果一覧
９月定例会提出議案

令和元年第３回定例会が、９月３日から９月18日までの16日間の会期で開催されました。今定例
会では、報告案件３件、歳入歳出予算の総額にそれぞれ196,635千円を追加し歳入歳出予算の総額を
18,824,457千円とする令和元年度一般会計補正予算など、議案15件、意見書１件を慎重審議し、いずれ
の議案も可決となり、請願１件を採択としました。平成30年度歳入歳出決算に関する議案は決算審査
特別委員会に付託し、閉会中の審査となりました。また、９月４日から６日の３日間において一般質
問（後頁P10～13）を行いました。

賛成は○・反対は◆・不在は／で記載
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議決結果

51
かすみがうら市かすみがうらウエルネ
スプラザの設置及び管理に関する条例
の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

52
かすみがうら市保健センター設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

53
かすみがうら市高齢者センターの設置
及び管理に関する条例を廃止する条例
の制定について※特別多数議決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 原案可決

54 かすみがうら市教育支援センターの設置
及び管理に関する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

55
かすみがうら市森林環境譲与税基金の
設置、管理及び処分に関する条例の制
定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

56
かすみがうら市太陽光発電設備の適正
な設置及び管理による生活環境の保全
に関する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

57 かすみがうら市手数料条例の一部を改正
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

58 かすみがうら市印鑑条例の一部を改正す
る条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

59
かすみがうら市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

60 令和元年度かすみがうら市一般会計補正予
算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

61 令和元年度かすみがうら市介護保険特
別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

62 令和元年度かすみがうら市水道事業会
計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

63 令和元年度かすみがうら市下水道事業
会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

64
防災行政無線デジタル同報系統合システ
ム整備工事（Ⅲ期）請負契約の締結につ
いて 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

65 かすみがうら市立下稲吉中学校用地の取
得について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名

※加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません
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（前ページからのつづき）

【請願】

3
教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度堅持のための政府予算に係る意見
書採択を求める請願

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 採　　択

【報告案件】
4 平成30年度かすみがうら市財政健全化判断比率及び資金不足比率について
5 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
6 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉
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議決結果

66 平成30年度かすみがうら市一般会計歳
入歳出決算の認定について

67 平成30年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定について

68 平成30年度かすみがうら市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算の認定について

69 平成30年度かすみがうら市下水道事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

70
平成30年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

71 平成30年度かすみがうら市介護保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

72 平成30年度かすみがうら市水道事業会
計決算の認定について

氏　名　　　

　　　件　名

　一般会計決算審査決算審査特別委員会、特別会計・

水道事業会計決算審査特別委員会に付託し、閉会中

に審査をしました。

　議決につきましては、第４回定例会で行います。

【意見書】

1 教職員定数改善及び義務教育費国庫負
担制度堅持に係る意見書（案） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

本会議で行われた主な討論
議案第 51 号
かすみがうら市かすみがうらウエルネスプラザの設置及び管理に関する条例の制定について

賛　成 反　対
・市のほぼ中央に位置し、また廃校活用として先駆的

な施設であり、時宜を得たものである。公共施設の
最適化に向けた取り組みがより一層推進されるこ
とを期待して賛成。

・保健センター等の現有施設はまだまだ使えるので
はないか、加えて交通の便も悪く、神立駅前整備に
かかわって図書館機能を持つ施設を作ることも視
野に入れ計画すべきと考えるため反対。

議案第 60 号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号）

賛　成 反　対
・国の政策事業の推進、子育て支援や人の交流を進め

るものなどの予算措置で必要な補正予算と考える。
新たな事業に積極的に取り組みまちづくりをさら
に前進させようとする姿勢のあらわれと評価する
ため賛成。

・プレミアム付き商品券の発行について、消費税増税
に伴うものであり反対。
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議  案  質  疑

令和元年　第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

議案第51号
かすみがうら市かすみがうらウエルネスプラザの設置及び管理に
関する条例の制定について

多目的室の料金が高いところがあるが、どのような部屋で、どんな目的で使うこ
とができるのか

【議案の概要】
　すべての市民の健康づくりを推進し、福祉の増進、市民交流の促進、地域の活性化
に寄与するため、宍倉地内にウエルネスプラザを設置し、併せて保健センターの位置
をウエルネスプラザとし、高齢者センターの機能と、旧志士庫地区第１公民館の機能
を移転するものです。また、管理については指定管理者制度を予定しております。

面積が他の教室の倍以上あり、50人以上の大規模な集会や、市の事業の健康診断、
乳幼児の健康診断の部屋などとして使えるものと想定しております。

 
（９月11日開催）議案審査特別委員会は15名の委員で構成

議案第56号
かすみがうら市太陽光発電設備の適正な設置及び管理による生活
環境の保全に関する条例の制定について

【議案の概要】
　昨今の太陽光発電設備に係る苦情やトラブルが増加傾向にあることを踏まえ、設置
に係るルールをより明確化するため、手続き等の明文化や、立ち入り検査、指導、助
言、勧告等を規定した条例を新たに制定するものです。

太陽光発電設備に係る苦情やトラブルがあったとい
うことだが、具体的にどのような事例があったのか
近隣地の地権者などから、雑草に関してや雨水の放
流に関する苦情、また、太陽光発電設備整備におけ
る土砂崩れの報告がありました。

▲ウエルネスプラザとして工事中の旧宍倉小学校

ウエルネスプラザの指定管理者の導入は、どの
ような効果が期待されるのか

民間ならではのノウハウを期待しており、特に、
トレーニングルームを設置し指導員を常駐して
運営する体制や、関連する自主事業での各種講
座など市の職員直営ではなかなかできない部分
を期待しております。

議  案  質  疑
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議案第63号
令和元年度かすみがうら市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

流域下水道建設負担金の増額補正764万１千円の内容は

防災、減災、国土強靭化のための緊急対策を実施するための特別措置として、茨
城県の老朽化した施設の改築、震災対策などの費用を負担するものです。

【議案の概要】
　流域下水道建設負担金の増額及び企業会計移行に伴う打ち切り決算における未収金・
未払い金の額の補正を行うものです。

議案第60号
令和元年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号）

市民活動支援事業政策の支出75万１千円追加
の内容は
花のみち事業において、空き花壇に植栽するた
め、ボランティアを募集したところ、多くの方
が応募してくださり、今回、これらの環境整備
として空き花壇に防草シートを張るための予算
を計上するものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億９千663万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額
をそれぞれ188億２千445万７千円とするものです。

▲防草シートを切って植栽されたあじさい
　（宍倉地内）

▲プレミアムつき商品券販売窓口となる観光商
工課（霞ヶ浦庁舎）

商工費補助金のプレミアム付き商品券事業
１億1920万円の支出増について、プレミア
ム付き商品券の購入対象者と販売場所はどの
ようになるのか

住民税非課税の方が対象となり、霞ヶ浦庁舎
の観光商工課の窓口で販売をするようにして
います。

▲老朽化したあじさい館空調の室外機

あじさい館管理事業１千273万３千円の支出増
の内容は
あじさい館の会議室１、２の空調機が壊れてし
まったため、空調の屋外機１台、室内機８台を
新たに設置するものです。
設置から20年を経過しており、来年度からメン
テナンスが不可能なため、新しい機械に変える
必要があります。
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委　員　会　活　動

産
業
建
設
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

９
月
３
日
開
催
の
調
査
内
容

10
月
10
日
開
催
の
調
査
内
容

８
月
７
日
開
催
の
調
査
内
容

８
月
21
日
開
催
の
調
査
内
容

総
務
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

●
石
岡
市
と
の
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
広

域
避
難
の
連
携
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て

●
旧
小
学
校
施
設
活
用
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

●
千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
の
運
行
案
及
び
霞
ヶ
浦
広

域
バ
ス
の
運
賃
改
定
に
つ
い
て

●
通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

●
市
内
に
お
け
る
企
業
立
地
の
動
向
に
つ
い
て

●
古
民
家
を
活
用
し
た
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
事

業
に
つ
い
て

●
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
に
つ
い
て

●
歩
崎
公
園
湖
岸
桟
橋
設
置
工
事
の
契
約
に
つ
い
て

●
平
成
30
年
度
か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

  

視
察
研
修

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て

【
土
浦
市
】

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲土浦市役所にて視察研修の様子
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○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

文
教
厚
生
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

８
月
６
日
開
催
の
調
査
内
容

９
月
10
日
開
催
の
調
査
内
容

10
月
16
日
開
催
の
調
査
内
容

10
月
28
日
〜
29
日
開
催
の
調
査
内
容

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

●
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
か
ら
の
土
浦
市
の
脱

退
に
つ
い
て

●
請
願
第
３
号 

　
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

  

視
察
研
修

●
見
附
市
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

 

【
新
潟
県
見
附
市
】

▲かすみがうら農場にて視察研修の様子

▲見附市役所前にて▲研修を受ける委員（見附市役所）

 

視
察
研
修

●
大
型
鶏
舎
の
臭
気
及
び
排
水
対
策
の
現
状
に
つ

い
て

 
【
か
す
み
が
う
ら
農
場
】

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
）
の
委
託
に
つ
い
て

●
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）
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教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書を国に送付
～少人数学級の推進と教育予算の国庫負担確保を求め～

請願第３号教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書採択を求める請願が全会一致で採択され、
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
文部科学大臣に市議会から意見書を送付しました。

学校現場では、解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するた
めの教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。特に小
学校においては、新学習指導要領の移行期間中であり、外国語教育実施のため授業時数の調
整など対応に苦慮しています。ゆたかな学びの実現のためには教職員定数改善などの施策が
最重要課題です。また、教職員の定数改善を行うことにより、教職員の働き方改革もすすみ
ます。教職員が余裕をもって学校教育にあたれるようになり、教育の質を高められます。

義務教育費国庫負担制度については、「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から
３分の１に引き下げられました。いくつかの自治体においては、厳しい財政状況の中、独自
財源による定数措置が行われていますが、地方自治体の財政を圧迫しています。国の施策と
して財源保障をし、子どもたちが全国どこに住んでいても、一定水準の教育を受けられるこ
とが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障するための条件整備は不可欠です。

よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体
が計画的に教育行政を進めることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう
強く要請します。 

記

１．計画的な教職員定数改善により少人数学級を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出いたします。

特  　  　  集

教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書
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第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
存
続
と
制
度
拡
充
を

求
め
る
請
願
」
に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択
、
定
期
的
な
改
善
を
定
め
た
制
度
設
計

で
事
業
の
継
続
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
付
帯
決
議
は
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
た

が
、
直
後
の
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
「
委
員
の
皆
様
の
決
定
を
尊
重
し
て
廃

止
の
方
向
」
と
答
弁
し
、
議
会
の
決
議
を
無
視
し
て
い
る
。
市
民
と
議
会
を
軽

視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
市
長　
議
員
の
付
帯
決
議
、
そ
れ
か
ら
審
議
委
員
さ
ん
の
ご
意
見
、
そ

れ
ら
を
重
く
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
十
二
分
精
査

を
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
役
立
つ
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
小
中
学
校
か
ら
教
育
委
員
会
に
、
雨
漏
り
、
フ
ェ
ン
ス
の
破
れ
、

ト
イ
レ
破
損
、
照
明
が
切
れ
て
い
る
、
水
は
け
が
悪
い
、
教
室
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
が
な
い
な
ど
、
様
々
な
修
繕
要
望
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
分
な

対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
市
の
教
育
予
算
は
他
市
町
村
と
比
べ
て
も
少

な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
教
育
長　
教
育
予
算
に
関
し
て
は
で
き
る
だ
け
増
額
の
方
向
で
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ

ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
恒
常
的
に
教
育
予
算
が
十
分

配
分
さ
れ
る
こ
と
を
私
か
ら
も
強
く
お
願
い
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

川村　成二 議員
　
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
か
ら
改

善
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
労
働
実
態
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
し
て
分
析
し
、

学
校
現
場
の
声
を
広
く
吸
い
上
げ
、
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
教
育
長　
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
学
校
現
場
の
声
を
踏
ま
え
た
支
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
６
月
に
策
定
し
ま
し
た
か
す
み
が
う
ら
市
教
職
員
の

働
き
方
改
革
方
針
を
も
と
に
、
今
後
も
教
職
員
一
人
一
人
が
勤
務
時
間
を
意

識
し
た
働
き
方
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
働
き
方
に
対
す
る
意
識
化
を
一
層
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
現
場
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
教
育
活
動
に
専
念

で
き
る
適
切
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
空
き
家
と
認
定
し
た
も
の
の
中
で
、
早
急
に
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
民
部
長　
所
有
者
に
よ
り
管
理
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
何

ら
か
の
形
で
敷
地
外
の
第
三
者
に
対
し
て
影
響
が
あ
っ
た
場
合
に
は
所
有
者

に
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
辺
住
民
等
か
ら
管

理
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
に
対
し
適
正

な
管
理
を
行
う
よ
う
指
導
通
知
を
発
送
し
、
そ
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
案
件
に
限
ら
ず
空
き
家
の
管
理
状
況
を
確

認
し
協
議
会
の
ご
意
見
も
賜
り
な
が
ら
対
応
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

「
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
働
き
方
改
革
」
を
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
把
握
状
況
と
今
年
度
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
及
び
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
経
過
と
今
後
の
対
応
及
び
空
き
家
を

発
生
さ
せ
な
い
次
善
の
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

２

高
齢
者
や
交
通
弱
者
の
生
活
を
支
え
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
廃
止

方
針
に
つ
い
て

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

校
舎
の
雨
漏
り
や
施
設
の
破
損
修
繕
な
ど
、
教
育
環
境
の
改
善

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３

▲乗合タクシー（霞ヶ浦地区）

２

１

一  般  質  問

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
来
年
３
月
の
廃
止
は
、
議
会
の
決

議
に
従
っ
て
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う

現
在
の
時
点
に
お
い
て
、
廃
止
を
と
り
や

め
る
と
い
う
方
向
性
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

学
校
現
場
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
適
切
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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設楽　健夫 議員

　
４
年
目
を
迎
え
た
子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
で
は
、目
的
で
あ
る
愛
郷
教
育
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
面
で
効
果
、
成
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
先

日
、
霞
ヶ
浦
中
学
校
が
考
案
し
た
新
商
品
の
販
売
体
験
が
あ
ゆ
み
祭
り
で
た

い
へ
ん
盛
況
で
あ
っ
た
が
、
中
学
生
が
作
成
し
た
新
商
品
及
び
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　
今
年
度
、
霞
ヶ
浦
中
学
校
で
は
「
恋
焼
き
」
と
い
う
苺
の

デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー
ス
を
か
け
る
鯉
を
か
た
ど
っ
た
、
た
い
焼
き
を
商
品
化
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
下
稲
吉
中
学
校
で
は
地
元
の
シ
ラ
ウ
オ
と
レ
ン
コ
ン
を

使
用
し
た
「
シ
ラ
レ
ン
コ
ロ
ッ
ケ
米
パ
ン
ガ
ー
」、千
代
田
中
学
校
で
は
「
ひ

ん
や
り
あ
っ
た
か
苺
大
福
」と
い
う
苺
大
福
の
中
に
冷
た
い
ア
イ
ス
を
入
れ
、

綿
あ
め
を
乗
せ
た
上
に
温
か
い
苺
ジ
ャ
ム
を
か
け
た
も
の
を
商
品
化
す
る
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
は
、
開
発
さ
れ
た
新
商
品
を
体
験
型
の
販
売
だ
け

に
と
ど
め
ず
、
地
元
の
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
部
署
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
の
成
果
を
高
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
博
物
館
は
歩
崎
地
域
観
光
で
本
市
は
歴
史
博
物
館
を
観
光
振
興
の

拠
点
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
策
定
し
、
歩
崎
地
域
に
お

け
る
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
観
光
施
設
の
整
備
を
計
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
言
語
対
応
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
念
頭

に
置
き
、
日
本
人
の
み
な
ら
ず
様
々
な
外
国
人
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

久松　公生 議員

　
い
じ
め
事
案
に
対
し
て
、
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
市
い
じ
め
防
止
条

例
の
対
象
案
件
と
し
た
の
は
い
つ
か
伺
う
。

　
教
育
長　
答
弁
に
入
る
前
に
一
言
申
し
上
げ
ま
す
。
学
校
は
、
安
心
・

安
全
の
確
保
が
絶
対
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、ご
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
、

学
校
、
教
育
委
員
会
と
も
に
し
っ
か
り
と
反
省
し
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
該
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
27
日

に
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、「
身
体
に
重
大
な
障
害
を
与
え
た
い
じ
め
」
と

捉
え
、
市
い
じ
め
防
止
条
例
第
16
条
に
お
け
る
重
大
事
態
と
し
て
学
校
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
同
条
例
第
17
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
３
月
１
日
に
市
長
に

報
告
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
再
発
防
止
に
向
け
、
学
校
と
教
育
委
員
会

が
連
携
を
図
り
、
助
言
指
導
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
い
じ
め
事
案
に
係
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た

の
か
、
ま
た
、
10
月
に
発
生
し
た
生
徒
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
、
学
校
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
伺
う
。

　
教
育
長　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
平

成
30
年
度
に
お
い
て
、
当
該
中
学
校
は
毎
月
実
施
、
２
月
27
日
以
前
に
は
計

17
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
等
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
答
弁

を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
の
生
徒
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
も
、
学
校
に
お
い
て
調
査
・
確
認
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
答
弁
を

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

一  般  質  問

か
す
み
が
う
ら
子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
歴
史
博
物
館
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て

法
令
順
守
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
・
い
じ
め

防
止
条
例
ー
中
学
生
傷
害
事
件
何
故
防
げ
な
か
っ
た
の
か
、
再
発

防
止
策
は
・
公
務
員
法
違
反
採
用
事
件
・
市
長
等
政
治
倫
理
条
例

市
農
村
部
交
通
不
便
地
帯
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
・
交
通
会
議

に
お
け
る
事
務
担
当
者
発
言
及
び
請
願
趣
旨
採
択
と
付
帯
決
議

に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
立
地
適
正
化
計
画
ー
神
立
駅
周
辺
都
市
計
画
の

整
備
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

３２

３

▲あゆみ祭りで「恋焼き」を販
売する中学生

４

２

子
ど
も
ミ
ラ
イ
学
習
事
業
に
お
い
て
考
案
し

た
新
商
品
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う

市
い
じ
め
防
止
条
例
の
対
象
案
件
に
つ
い

て
伺
う

体
験
型
の
販
売
に
と
ど
め
ず
、
事
業
成
果

を
高
め
て
ま
い
り
た
い

学
校
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
市
長
に
報
告

い
た
し
ま
し
た

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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10
月
か
ら
の
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
こ
れ
ま
で
保
育

料
に
含
ま
れ
て
い
た
給
食
費
が
実
費
負
担
と
な
る
。
年
収
に
か
か
わ
り
な
く
給

食
費
は
無
償
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り

３
歳
か
ら
５
歳
の
全
て
の
児
童
に
対
し
保
育
料
が
無
償
と
な
り
ま
す
が
、
給

食
費
に
つ
い
て
は
、
み
ず
か
ら
自
宅
で
子
育
て
を
行
う
場
合
も
同
様
に
か
か

る
費
用
の
た
め
、
無
償
化
の
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、
実
費
相
当
額
を
各
保

育
所
等
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
子
育
て
支
援
の
施
策
と

し
て
主
食
代
は
今
後
も
補
助
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
副
食
代
（
お
か

ず
や
お
や
つ
）
は
、
国
の
公
定
単
価
を
参
考
に
各
保
育
所
等
で
金
額
を
決
定

し
、
保
護
者
の
方
に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
つ
い
て
助
成
で
き
な
い
か
、
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
当
市
で
は
加
齢
に
よ
る
難
聴
の
方
に
対
し
て
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
国
の
認
知
症
施
策
総
合
戦
略
に
お
い
て
難
聴
は
認
知
症
の

発
症
リ
ス
ク
の
一
因
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
補
聴
器
を
用
い
た

認
知
機
能
低
下
の
予
防
効
果
に
つ
い
て
研
究
が
続
い
て
い
ま
す
。
市
と
し
ま

し
て
は
、
そ
の
研
究
結
果
や
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
現
況
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

佐藤　文雄 議員

矢口　龍人 議員
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
中
、
市
長
公
約
で
あ
る
中
心
市
街
地
に
複
合
施
設
整
備
（
行
政
機

能
、
図
書
館
機
能
整
備
）
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
昨
年
度
、
災
害
発
生
時
の
拠
点
施
設
と
す
る
行
政
機
能

と
図
書
館
機
能
を
有
す
る
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
検
討
に
向
け
ま
し

て
、
神
立
駅
周
辺
の
土
地
利
用
の
現
状
と
動
向
を
調
査
し
た
結
果
を
踏
ま
え

ま
し
て
、
今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
神
立
駅
周
辺
市
街
地
に
お
け
る
土
地
利
用
基
本
構

想
の
策
定
に
着
手
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
複
合
交
流
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
実
施
設
計
等
を
考
慮
し
ま
す
と
、
令
和
３
年
度
以
降
に
な
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
並
び
に
立

地
適
正
化
計
画
等
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
に
必
要
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
に
必
要
な
条
件
と
は
何
か
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
に
向
け
て
、
区

長
会
総
会
や
市
政
懇
談
会
等
に
お
い
て
組
織
の
役
割
や
必
要
性
、
結
成
方
法

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
広
報
誌
で
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
防
災
組
織
の
結
成
は
自
発
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
無
理
を
せ
ず
徐
々
に
参
加
を
い
た
だ
け
る
よ
う
市
と
し
て
も
防
災

研
修
会
等
の
実
施
や
地
域
版
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
講
座
、
地
域
の
中
核
と
な

る
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
「
い
ば
ら
き
防
災

大
学
」
の
受
講
の
啓
発
な
ど
支
援
策
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
及
び
施
政
方
針
並
び
に
下
稲

吉
中
地
区
複
合
施
設
整
備
市
長
公
約
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
に
必
要
な
支
援
体
制
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１３

市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１４

▲ＪＲ神立駅

３２

２

幼
児
教
育
・
保
育
に
お
け
る
給
食
費
は
、

無
償
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
伺
う	

中
心
市
街
地
に
複
合
施
設
に
つ
い
て
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う

給
食
費
は
、
無
償
化
の
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、

実
費
相
当
額
を
各
保
育
所
等
で
徴
収
と
な
り
ま
す

令
和
３
年
度
以
降
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
他
計

画
等
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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中根　光男 議員合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
推
進
に
つ
い
て

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
つ
い
て

改
正
動
物
愛
護
管
理
法
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

　
公
共
交
通
の
再
編
に
伴
い
３
つ
の
定
路
線
に
、
タ
ク
シ
ー
を
連
携
す
る
た

め
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を
配
り
、
交
通
弱
者
を
救
っ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が

施
策
だ
と
思
う
が
、
こ
の
施
策
に
は
い
ろ
ん
な
不
満
も
挙
が
っ
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
が
事
実
と
思
わ
れ
る
。
市
政
と
し
て
、
交
通
弱
者
に
し
っ
か
り
と
寄
り

添
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
公
室
長　
10
月
１
日
か
ら
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
開
始
し
て
ま
い

り
ま
す
。
１
回
乗
車
に
つ
き
１
枚
と
い
う
制
限
が
、
加
え
ら
れ
、
議
員
ご
提

言
の
よ
う
に
、
確
か
に
利
用
者
に
と
り
ま
し
て
そ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

に
関
し
ま
し
て
は
、
利
用
の
仕
方
が
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
違
っ
て
く
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
４
月
を
目
途
に
１
回
５
０
０
円
、
１

枚
、
月
６
枚
と
い
う
よ
う
な
制
限
を
廃
止
い
た
し
ま
し
て
、
個
人
の
使
い
勝

手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
も
、
現
在
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
使
い
勝
手
の
よ

い
形
を
目
指
し
て
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
民
間
の
商
業
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
推

進
す
る
に
は
、
市
と
し
て
助
成
制
度
等
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
担
当
部
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
心
停
止
か
ら
５
分
以
内

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着
が
で
き
る
体
制
が
望
ま
れ
て
お
り
、
市
内
に
存
在
す
る
商
業

施
設
等
へ
の
配
置
は
救
命
率
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
１
台

の
機
器
自
体
が
高
額
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
パ
ッ
ド
に
は
有
効
期
限
が
存

在
す
る
こ
と
で
、
定
期
的
な
交
換
と
補
修
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で

企
業
等
で
の
設
置
が
進
ま
な
い
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
配
置
状
況
を
調
査

し
た
上
で
、
助
成
等
に
つ
い
て
も
今
後
調
査
研
究

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行 議員坪
井
市
長
が
施
政
方
針
に
掲
げ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
に
つ
い
て

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
学
校
教
育
へ

の
活
用
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

　
公
共
下
水
道
が
通
っ
て
い
な
い
地
域
で
生
活
排
水
の
処
理
に
役
立
つ
浄

化
槽
、
ト
イ
レ
の
汚
水
の
み
を
扱
う
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
台
所
や
ふ
ろ
の

水
な
ど
も
ま
と
め
て
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
促
す
改
正

浄
化
槽
法
が
成
立
し
た
が
、
本
市
の
具
体
的
な
取
り
組
み
及
び
計
画
案
に
つ

い
て
伺
う
。

　
市
民
部
長　
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
が
進
む
こ
と
で
河
川
へ
流
入

す
る
水
質
な
ど
の
環
境
負
荷
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
本
市
と
し
て

も
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
、単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
住
宅
へ
訪
問
す
る
な
ど
し
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
転
換
を
促
す
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
５

カ
年
の
計
画
と
し
て
定
め
て
い
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
移
行
計
画
に
基
づ
き

整
備
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
、
国
は
２
０
１
９
年
度
予
算
案
に
計
上
さ
れ
た

厚
生
労
働
省
管
轄
の
関
連
費
用
を
前
年
度
よ
り
２
割
ほ
ど
ふ
や
し
、
取
り
組

み
を
加
速
さ
せ
て
い
る
が
、
本
市
で
の
認
知
症
相
談
機
能
の
強
化
に
つ
い
て

伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、

月
に
１
回
、
気
軽
に
集
ま
っ
て
情
報
交
換
や
相
談
な
ど
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
を
提
供
す
る
活
動
と
し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
を
解
説
し
て
い
る
ほ
か
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
対
応
、
い
き
い
き
健
康
教
室
に
よ
り
支

援
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
や
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
家
族
に
対
し
悩
み
事
や
困
り
ご
と
の
相
談
対
応
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
介
護
長
寿
課
の
窓
口
に
認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
配
置
し
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

３

３３３３３３３４

一  般  質  問

▲千代田庁舎設置のAED

交
通
弱
者
を
救
う
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
つ
い
て
市

の
取
り
組
み
を
伺
う

よ
り
使
い
勝
手
の
よ
い
形
を
目
指
し
て
進

め
て
ま
い
り
た
い

住
宅
訪
問
な
ど
に
よ
り
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
を
促
す
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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空
き
家
は
３
年
も
経
つ
と
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
空
き
家
対
策
に

は
ス
ピ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
空
き
家
に
な
る
前
に
終
活
や
相

続
人
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
窓
口
が
必
要
と
感
じ
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

　

市
民
部
長　

空
家
等
対
策
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
か
ら
遅
れ
て
お
り
、大
変
心
苦
し
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
中
の
計
画
策
定
を
進
め
、
い
た
だ
い
た
意

見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
対
策
業
務
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
職
員
の
意
識
改
革
と
い
う
見
出
し
で
、
か
す
み
が
う
ら
市
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
指
針
に
「
協
働
の
必
要
性
を
職
員
が
理
解
し
、
協
働
の
視
点
で

ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
研
修
と
意
識
改
革
に

努
め
る
。」
と
あ
る
が
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
市
民
協
働
研
修
に
取
り
組

む
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
民
部
長　
本
市
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
は
も
と
よ
り
、
ま
ず

は
市
役
所
の
職
員
が
市
民
協
働
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
議
員
ご
提
案
の
市
民
協
働
研
修
に
つ
き
ま
し

て
は
、
研
修
担
当
部
署
と
市
民
協
働
の
担
当
部
署
で

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

市
民
力
を
活
か
す
た
め
の
協
働
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２

かすみがうら市議会ホームページでは、開かれた議会を
目指し、さまざまな情報を発信しています
本会議開催日には生中継を行い、また、録画放映や、
会議録の検索など市議会の情報を多数発信しております。
スマートフォンにも対応しております。
ぜひご覧ください。

▲市議会ホームページのトップページ

▲録画放映のイメージ
　議案の起立採決も放映できるようになりました

▲市議会ホームページ
　QRコード

▲市議会ホームページ
　議員名簿一覧のページ

空
き
家
対
策
は
ス
ピ
ー
ド
が
重
要
と
認
識

す
る
が
市
の
考
え
を
伺
う

本
年
度
中
の
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定
を

進
め
た
い

ＱＡ



台
風
15
号
・
19
号
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

様
に
は
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

念
願
の
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
は
天
皇

杯
、
皇
后
杯
と
も
に
茨
城
県
は
す
ば
ら
し
い

成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
か
す
み
が
う
ら
市
で
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
「
す
ば
ら
し
い
お
も
て
な
し
あ
り
が
と
う
」
と
、

多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員　
小
倉　
博

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
26
日
（
火
）
か
ら
千
代
田
庁
舎
３
階
議
場
に
お
い
て
開
会
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典 とはとは？？
一
般
質
問
は
、
議
題
と
は
関
係
な
く
行

財
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主
導
に
よ
る
政

策
論
議
で
あ
る
か
ら
、
質
問
す
る
議
員
も
、

受
け
る
執
行
機
関
も
と
も
に
十
分
な
準
備

が
必
要
で
あ
り
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
発
言

と
違
っ
て
通
告
制
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
と
し
て
は
、
質
問
の
構
想
を
練
り

理
論
構
成
を
し
て
そ
の
要
旨
を
議
長
に
通

告
し
て
質
問
の
原
稿
を
作
り
、
一
方
、
議

事
運
営
に
当
た
る
議
長
と
し
て
は
、
質
問

の
要
旨
を
理
解
し
て
質
問
と
答
弁
が
よ
く

か
み
合
う
よ
う
に
議
事
を
進
め
て
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
で
は
、
先
例
に

よ
り
、
定
例
会
の
会
期
日
程
案
を
協
議
す

る
議
会
運
営
委
員
会
開
催
日
前
々
日
ま
で

に
所
定
の
様
式
で
行
う
こ
と
が
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
参
考
　議
員
必
携
）

一般質問の通告一般質問の通告

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（８月１日〜10月31日まで）

　

19
日　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

20
日
・
24
日
・
25
日

　
　
　
　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

●
10
月
●

　

10
日　

産
業
建
設
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
第
２
回
定
例
会

　

11
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
第
２
回
定
例
会

　

15
日　

新
治
広
域
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会

　

16
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

18
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

25
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日
〜
29
日　

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会
視
察
研
修

●
８
月
●

　

６
日　

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

　

7
日　

総
務
委
員
会

　

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

21
日　

総
務
委
員
会

　

23
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

26
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
議
会
第
2
回
定
例
会 

　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
９
月
●

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

３
日
〜
18
日　

　
　
　
　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

　

10
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

11
日　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
議
案
審
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

令和元年第３回
定例会では、
延べ100名
の方が本会議を
傍聴されました。


